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１ 予算の基礎知識

Ｑ 「予算」って何？
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市では、福祉、教育、ごみ処理、消防、道路の整備など様々な仕事をしていま
すが、どのような仕事にお金を使うのかあらかじめ決めておく必要があります。

そこで、市が４月１日から翌年３月31日までの１年間の収入を見積もり、収入の
範囲内でその使いみち（支出）を計画したものが「予算」になります。

Ａ

歳入（収入）
・市税
・国・県補助金
・使用料

など

歳出（支出）
・福祉の充実
・教育の充実
・ごみの処理

など

予算（収入と支出の計画）



１ 予算の基礎知識

Ｑ 予算は、誰が決めるの？
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①～⑤

市民の皆さまにより良い生活を送っていただくために何をしたらよいのか、そし
て、そのためにどのくらいのお金が必要なのかを検討し、予算の案を作成します。

⑥～⑧

できあがった予算案は、皆さまが選挙で選んだ市議会議員で構成される市議会
に提出され、内容の審議を経た後に、市議会の議決を受けてはじめて予算が決
まります。

Ａ

①
予
算
編
成
方
針

②
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長
査
定

④
副
市
長

・総
務
部
長
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三
役
査
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⑦
議
会
審
議

⑧
予
算
成
立

９月 10月 10～11月 12月 １月 ２月 ２～３月 ３月

【当初予算】１年間に必要とされる予算として、年度が始まる直前の議会で決まり
ます。今回お伝えするのは「令和６年度の当初予算」になります。

【補正予算】当初予算が決まった後に予算を変更する必要が出てきた場合は、
「補正予算」を組み、各時期の議会で審議され決まります。



２ 当初予算について

Ｑ 令和６年度の予算はいくら？

7

岩倉市全体の予算額は、301億2,219万7千円となりました。

岩倉市では、実施する事業にかかる経費を「一般会計」「特別会計」「企業会計」
の３つに区分しています。

Ａ

 令和６年度の一般会計の予算規模は、前年度と比べて６億9,000万円の増加
(＋4.1％)となっています。

 主な要因としては、都市基盤整備費や高齢化の進展に伴う介護・高齢者関
連経費や障がい者福祉、出産・子育て関連経費の増加などが挙げられます。

一般会計 58.6%

特別会計 29.9%

企業会計 11.5%

176億5,000万円

市民の皆さまに納めていただく市税や
国からの交付税などを主な財源として、
福祉、教育、環境、消防、道路整備など
市の基本的な行政サービスを行う会計
です。

90億2,047万3千円

国民健康保険税などの特定の収入
があり、特定の目的を行う会計です。
一般会計と区別し、事業ごとの収支
を明確にしています。

34億5,172万4千円

民間企業と同じように事業を行い、一
般会計から独立する形で、その事業
から得た収益等で運営する会計です。



２ 当初予算について

Ｑ 前年度と比較するとどうなってるの？

8

岩倉市全体の予算額は、301億2,219万7千円となり、前年度比で6億1,529万5千
円の増加となりました。

Ａ

会計名 R6予算額 R5予算額 前年度比

一般会計 176億5,000万円 169億6,000万円 4.1％増

特別会計 90億2,047万3千円 86億8,458万7千円 3.9％増

国民健康保険 42億3,589万9千円 42億6,445万2千円 ▲0.7％減

土地取得 75万9千円 51万8千円 46.5％増

介護保険 38億6,528万7千円 35億9,689万8千円 7.5％増

後期高齢者医療 9億1,852万8千円 8億2,271万9千円 11.6％増

企業会計 34億5,172万4千円 38億6,231万5千円 ▲10.6％減

上水道事業 12億6,184万6千円 12億3,526万6千円 2.2％増

公共下水道事業 21億8,987万8千円 26億2,704万9千円 ▲16.6％減

合 計 301億2,219万7千円 295億690万2千円 2.1％増



２ 当初予算について

Ｑ 人口と予算の推移はどうなってるの？

9

岩倉市の人口は、約47,600人から約48,000人の間で推移しています。

それに対して、当初予算の総額は年々増加しており、令和６年度予算では過去
最高の301億2,219万7千円となりました。

Ａ
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３ 歳入予算について

Ｑ 一般会計には、どのような収入があるの？

10

市民の皆さまや事業所などから納めていただく市税が歳入予算の約４割を
占めており、他には国や県からの補助金や国などからの借入金があります。

Ａ

自主財源

52.1%

依存財源

47.9%

市税 40.2%

その他 11.9%

地方交付税・

地方譲与税等 22.6%

国・県支出金 22.8%

市債 2.5%

歳入は、大きく【自主財源】と【依存財源】に分けることができます。
【自主財源】市税や施設の使用料、保育料など市が自主的に調達できる財源
【依存財源】国や県からの補助金や借入金など国や県などの意思決定に基づか

ないと調達できない財源

70億8,530万円

市民の皆さまから納めていただく個人・
法人市民税や固定資産税など

21億1,392万4千円

分担金及び負担金、使用料及び手数料
など

40億3,093万7千円

特定の事業に対しての

国や県からの補助金など

39億8,523万9千円

国や県から一定の割合で交付
される使途に制限のない財源

4億3,460万円

資金調達のための借入金

内
訳

個人市民税 29億2,780万円

法人市民税 2億9,760万円

固定資産税 29億2,660万円

軽自動車税 1億370万円

市たばこ税 2億8,900万円

都市計画税 5億4,060万円

歳入
176億
5,000万円



３ 歳入予算について

Ｑ 自主財源が多い方がいいの？
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一般的に、自主財源が多いほど行政サービスの自主性と安定性を確保できる
と言われています。ただし、国や県の補助金をうまく活用している場合もあります
ので、「依存財源」が多くても、財政的に悪いとは限りません。

Ａ

区分 説明 R6予算額 前年度比

自主財源 91億9,922万4千円 4.4％増

市税 市民税、固定資産税、都市計画税など 70億8,530万円 1.4％増

分担金及び負担金 保育料、県や他市からの負担金など 9,508万6千円 ▲6.1％減

使用料及び手数料 施設の使用料や証明書発行手数料など 1億800万2千円 0.5％増

財産収入 市の土地の賃貸料、基金預金利子など 1,041万6千円 ▲0.9％減

寄附金 ふるさといわくら応援寄附金 9,000万円 ▲10.0％減

繰入金 基金繰入金、特別会計繰入金 8億8,395万2千円 24.3％増

繰越金 前年度からの繰越金 3億459万1千円 44.2％増

諸収入 市税等滞納金、貸付金の利子等収入など 6億2,187万7千円 7.8％増

依存財源 84億5,077万6千円 3.7％増

地方譲与税等 国税や県税として徴収され、市に配分されたお金 15億4,523万9千円 5.2％増

地方交付税 自治体の財政力に応じて国から配分されるお金 24億4,000万円 ▲4.7％減

国・県支出金 特定の事業に対する、国や県からの補助金など 40億3,093万7千円 6.2％増

市債 特定の事業に対して国などから借り入れるお金 4億3,460万円 32.3％増

合 計 176億5,000万円 4.1％増



３ 歳入予算について

Ｑ 市税は、増えてるの？減ってるの？

12

市税は、全体の約40％を占める歳入の大きな柱となっています。

一般的に市税収入は、景気によって大きな影響を受けると言われていますが、
岩倉市では個人市民税と固定資産税の割合が大きいため、比較的安定しており、
令和４年度決算額は、約70.3億円で前年度と比較して1.9％増加しました。

Ａ
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４ 歳出予算について

Ｑ 歳出は、どのような目的に使われてるの？
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歳出予算の内訳を示す方法としては、大きくは「目的別」と「性質別」の２つの方
法があります。予算書では、下記のように「目的別」で区分し、行政サービスの予
算内訳を示しています。

Ａ

議会費 1.1%

総務費 10.0%

民生費 46.5%

衛生費 9.2%

農林水産業費 1.2%

商工費 2.3%

土木費 11.0%

消防費 3.4%

教育費 8.5%

公債費 6.8%

その他 0.0%

例えば、「衛生費」は、家庭から出されるごみの処分費や予防接種など保健衛生
を目的とした費用、「教育費」は、小中学校の運営費や建物の修繕・建設、生涯
学習の充実、文化・スポーツの振興など教育を目的とした費用です。

1億8,452万4千円

歳出
176億
5,000万円19億4,363万5千円

82億578万円

16億2,030万4千円

2億1,027万8千円

4億1,294万8千円

17億6,931万9千円

5億9,331万5千円

15億6万5千円

12億683万1千円

300万1千円



４ 歳出予算について

Ｑ 前年度と比較するとどうなってるの？
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目的別では、道路や公園の整備を行うための土木費や農業振興や農業用施設
の整備、管理などを行うための農林水産業費の予算が増加しています。

その一方で、救急や消防などに関する消防費、市役所の運営や財政、広報、防
犯、防災などに関する総務費などの予算が減少しています。

Ａ

区分 説明 R6予算額 前年度比

議会費 議員の報酬、議会事務・運営などにかかる経費 1億8,452万4千円 ▲2.9％減

総務費 市役所の運営、財政、広報、防犯、防災などにかかる経費 17億6,931万9千円 ▲5.0％減

民生費 高齢者・障がい者福祉、子育て、医療などにかかる経費 82億578万円 2.4％増

衛生費 予防接種、健康診断、ごみの収集処理などにかかる経費 16億2,030万4千円 1.0％増

農林水産業費 農業振興、農業用施設の整備・管理などにかかる経費 2億1,027万8千円 32.7％増

商工費 企業振興・誘致、観光、消費者行政などにかかる経費 4億1,294万8千円 24.9％増

土木費 道路や橋、公園、下水道の整備・管理などにかかる経費 19億4,363万5千円 38.9％増

消防費 救急や消防などにかかる経費 5億9,331万5千円 ▲6.7％減

教育費 学校教育、生涯学習、スポーツ振興などにかかる経費 15億6万5千円 ▲1.3％減

公債費 市の借金の返済にかかる経費 12億683万1千円 ▲2.7％減

その他 災害復旧、予備費 300万1千円 0.0％

合 計 176億5,000万円 4.1％増



４ 歳出予算について

15議会費
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176億

5,000万円
【消防費】災害対応特殊水槽付
消防ポンプ自動車の購入、はし
ご付消防自動車の修繕の完了
などにより減少

【民生費】医療・介護・障がい福
祉の給付費、五条川小学校区
統合保育園の整備などにより増
加

【土木費】 石仏公園整備事業、
桜通線街路改良事業などにより
増加

【商工費】組織・機構の見直しに
より、ふるさとづくり基金積立金
及びふるさといわくら応援寄附
金事業を総務費から移管したこ
とになどよる増加

【総務費】組織・機構の見直し
により、ふるさとづくり基金積
立金及びふるさといわくら応
援寄附金事業を商工費へ移
管したことになどよる減少



４ 歳出予算について

Ｑ 経費の性質で分けるとどうなってるの？
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歳出予算を「性質別」に区分すると、医療・介護の給付費などの義務的経費、公
共施設等の建設経費などの投資的経費、消耗品や備品の購入費などのその他
の経費のように、経費の内容によって、歳出を大きく３つに区分できます。

Ａ

義務的経費

52.6%

投資的経費

6.1%

その他の経費

41.3%

扶助費 23.0%

人件費 22.8%

公債費 6.8%
普通建設事業費等 6.1%

物件費 17.2%

繰出金 10.8%

補助費等 10.6%

その他 2.7%

40億5,088万円

40億1,814万5千円

10億8,091万円

18億7,522万7千円

歳出
176億
5,000万円

12億683万1千円

30億3,229万5千円

扶助費や人件費などは、経費の性質上、支出が義務づけられ、任意に削減でき
ない経費です。そのため、この割合が大きいと、これ以外の経費にお金をまわす
ことが難しくなります。これを「財政の硬直化」と言います。

19億524万4千円

4億8,046万8千円



４ 歳出予算について

Ｑ 前年度と比較するとどうなってるの？

17

令和６年度の義務的経費は、扶助費、人件費で増加しており、前年度比で２億
6,355万１千円（＋2.9％）の増加となりました。

また、五条川小学校区統合保育園整備事業や石仏公園整備事業、桜通線街路
改良事業などにより、投資的経費も前年度比１億465万５千円（＋10.7％）の増額
となっています。

Ａ

区分 説明 R6予算額 前年度比

義務的経費 92億7,585万6千円 2.9％増

扶助費
高齢者や障がい者の支援などの福祉、医療にか
かる経費

40億5,088万円 1.7％増

人件費 市の職員の給与や議員の報酬など 40億1,814万5千円 6.1％増

公債費 国などから借り入れた借金の返済にかかる経費 12億683万1千円 ▲2.7％減

投資的経費 10億8,091万円 10.7％増

普通建設事業等 道路や公共施設の整備・改修などにかかる経費 10億8,091万円 10.7％増

その他経費 72億9,323万4千円 4.6％増

物件費 旅費、委託料、消耗品費、光熱水費など 30億3,229万5千円 9.0％増

繰出金
特別会計や企業会計の必要経費を補てんするな
どの目的のための拠出する経費

19億524万4千円 6.6％増

補助費等 市民団体への補助金や関係団体への負担金など 18億7,522万7千円 0.6％増

その他 維持補修費、貸付金、積立金、予備費 4億8,046万8千円 ▲10.8％減

合 計 176億5,000万円 4.1％増



４ 歳出予算について

18

義務的経費

投資的経費

その他の経費
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169億

6,000万円

176億

5,000万円

石仏公園整備事業、桜通線街
路改良事業などにより増加

【人件費】職員の増加、給与改
正などによる給与・手当の増加

【扶助費】医療・介護・障がい者
の給付費の増、おたふくかぜ・イ
ンフルエンザワクチン接種助成
の開始などにより増加

【公債費】事業のための借入金
の返済元金及び利子の減少

【物件費】五条川小学校区統合
保育園整備事業の発掘調査業
務などよる委託料の増加

【補助費等】小中学校第３子以
降学校給食費無償化事業の制
度拡充などによる負担金などの
増加



５ １人あたりの予算について

Ｑ 予算は、市民１人あたりにするとどれくらい？

19

Ａ

議会の運営

3,858円

防災や市役所の事務

3万6,996円

福祉と医療

17万1,579円

健康と環境

3万3,880円

農業の振興

4,397円

産業と観光

8,635円

都市の整備

4万0,641円

消防と救急

1万2,406円

教育と文化、スポーツ

3万1,366円

借金の返済

2万5,234円
その他 63円

ここでは、予算書をよりわかりやすく解説するために、例えば、予算書では「民生
費」となっているものを、「福祉と医療」などに置き換えてみました。

１人あたり
36万
9,054円

一般会計は、１人あたり36万９千円です。
岩倉市の人口は、令和６年１月１日現在で47,825人です。
令和６年度一般会計を市民１人あたりに換算すると、36万9,054円となります。



５ １人あたりの予算について

Ｑ 近隣の市町と比べるとどうなの？

20

１人あたりの一般会計の予算額は、約30万円～40万円で、岩倉市は、その平均
くらいの金額です。

Ａ
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６ 岩倉市の家計簿について

Ｑ 岩倉市の予算を家計に例えるとどうなるの？

21

令和６年度の一般会計予算176億5,000万円を、年収約458万円（１か月あたり
38万2,000円）の家計に例えてみました。

Ａ

内容 金額

自
主
財
源

給料
（市税）

15万3,300円

パート収入
（負担金、使用料等）

1万7,900円

雑収入
（財産収入、寄付金等）

8,800円

貯金の引き出し
（繰入金）

1万9,100円

依
存
財
源

親からの仕送り
（国・県支出金、地方譲与税、
地方交付税等）

17万3,500円

銀行借入
（市債）

9,400円

合 計 38万2,000円

令和６年度の一般会計予算を、国税庁民間給与実態統計調査（1人あたり平均給与）を参考に家庭に入っ
てくる1年間の収入を約458万円（1か月あたり38万2,000円）として作成しています。

内容 金額

教育・医療費
（扶助費）

8万7,700円

食費
（人件費）

8万7,000円

ローン返済
（公債費）

2万6,100円

家・車・電化製品の修理、購入費
（投資的経費、維持補修費）

2万8,300円

光熱水費、日用品費などの雑費
（物件費等）

6万8,800円

仕送り、生命保険など
（繰出金、補助費等）

8万1,800円

貯金
（積立金）

2,300円

合 計 38万2,000円

【１か月の収入】 【１か月の支出】



７ 岩倉市の借金について

Ｑ 岩倉市は、どれくらい借金があるの？

22

平成15年度をピークに徐々に減少し、平成28年度には大型事業の影響により
一時的に増加しましたが、それ以降は再び減少傾向となり、令和４年度決算にお
ける、岩倉市の市債（借金）の残高は、約178億400万円（前年度比約９億1,300万
円減）となっています。

Ａ
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７ 岩倉市の借金について

Ｑ 近隣の市町と比べるとどうなの？

23

令和４年度末における岩倉市の一般会計の借金は、近隣６市町で比較すると、
市債残高、住民１人あたりの市債残高ともに３番目に大きい額となっています。
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７ 岩倉市の借金について

Ｑ なぜ、借金が必要なの？

24

①財源が不足しているため

②世代間負担を公平にするため、などの理由があります。
Ａ

大規模事業の財源をその年度の収入だけで賄おうとすると、他の事業費を圧迫
してしまいます。そのため借金をして財源を補てんしています。
また、道路や建物は、世代を越えて何十年も利用できます。借金をしなかった場

合、整備した年に市税等で負担した世代と、その後負担なく利用する世代の間で不
公平が生じてしまいます。
借金により将来の世代にも負担を分配し、世代間負担を公平にすることができま
す。



７ 岩倉市の借金について

Ｑ 借金があっても、岩倉市の財政は大丈夫なの？

25

市の財政が健全かどうかの指標のひとつに、「将来負担比率」というものがあり
ます。これは、現在の市債残高が、将来的にどれくらい財政を圧迫するのかを示
します。

将来負担比率の「早期健全化基準」（イエローカード）は、350％です。

岩倉市の令和４年度決算における将来負担比率は、4.9％（前年度比5.2ポイン
ト減）となっており、健全であると言えます。

Ａ

岩倉市の将来負担比率
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200%

400%
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８ 岩倉市の貯金について

Ｑ 貯金は、いくらあるの？

26

令和６年度末で、約30億6,000万円（前年度比８億3,000万円減）となる見込みで
す。

岩倉市には、一般会計に10、特別会計に２つの貯金（基金）があります。

基金の令和６年度末の残高は、一般会計で約24億2,000万円、特別会計で約６
億4,000万円、総額約30億6,000万円となる見込みです。
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８ 岩倉市の貯金について

Ｑ 貯金は、いつ使うの？

27

基金ごとに様々な目的があり、財源の補てんや公共施設の建設などに使い
ます。

ここでは、一般会計の基金の一部について説明します。

Ａ

R5 R6

※年度末見込額

14.6億円

12.2億円

財政調整基金は、決算の剰余金などを積み立てて
おき、財源が不足したときに補てんするための基金
です。
景気の急激な変化や災害への対応など、使用する

用途は限られています。
令和６年度は、２億5,000万円を取り崩す予定で、

年度末の残高は約12億2,000万円となる見込みです。
なお、岩倉市の財政規模では、15～16億円程度の

残高があると望ましいと言われています。

財政調整基金



８ 岩倉市の貯金について

28

R5 R6

※年度末見込額

7.2億円

2.2億円

減債基金は、市債(借金)の償還(返済)に備えるた
めに積み立てておき、財源が不足したときに補てん
するための基金です。
令和６年度は、５億円を取り崩す予定で、年度末

の残高は約２億2,000万円となる見込みです。

減債基金

R5 R6

※年度末見込額

5.8億円 5.8億円

公共施設整備基金は、公共施設の建設、改修及び
維持補修のために積み立てておき、財源が不足した
ときに補てんするための基金です。
令和６年度は、取り崩す予定はないため、年度末

の残高は約５億8,000万円となる見込みです。

公共施設整備基金



９ 主要事業について

29

次のページから、令和６年度当初予算に計上した主な事業について、岩倉市総
合計画に基づき、５つ基本目標ごとに説明していきます。

Ａ

基本目標１ 健やかでいつまでも安心して暮らせるまち（健康・福祉）

基本目標２ 個性が輝き心豊かな人を育むまち（子育て・教育・文化・ｽﾎﾟｰﾂ）

基本目標３ 利便性が高く魅力的で活力あふれるまち（都市基盤・産業）

基本目標４ 環境にやさしい うるおいあふれる安全なまち（環境・防災防犯）

基本目標５ 協働と自治による持続可能なまち（協働・行財政運営）

Ｑ 令和６年度は、どんな事業を行うの？

※次のページ以降の担当課欄の上段は現在の課名、下段括弧書きは令和６年４月１日からの新しい課名です。



９ 主要事業について

健やかでいつまでも安心して暮らせるまち（健康・福祉）

30

基本目標１

低所得妊婦の初回産科受診料助成事業 事業費 ５万円

４－１－２

所得の低い世帯の妊婦に対し、初回の産科受
診料を助成することで経済的負担の軽減を図り、
出産や子育てに関することについて相談できる
機会を設けるなどの伴走型相談支援と一体的に
実施します。

健康課
（健康課）

（単位：千円）

予算科目

担当課

財源内訳

2５ 2５ 

国庫支出金 県支出金

使用料・手数料 分担・負担金

繰入金 地方債

その他 一般財源



９ 主要事業について

健やかでいつまでも安心して暮らせるまち（健康・福祉）

31

基本目標１

産前・産後サポーター派遣事業 事業費 １６２万１千円

４－１－2

これまで多胎児家庭支援として実施していた
育児サポーターの派遣事業を、一定の要件にお
いて、すべての妊産婦の家庭を対象とした事業
に拡充します。家事や日常の育児に関する介助
等を行い、妊産婦の産前産後の心身の不調、育
児等の負担や孤立感の軽減に繋げ、安心して子
育てができる環境を整えます。

健康課
（健康課）

（単位：千円）

予算科目

担当課

財源内訳

６６７ 

9５４ 

国庫支出金 県支出金

使用料・手数料 分担・負担金

繰入金 地方債

その他 一般財源



９ 主要事業について

32

産後ケア事業（通所型） 事業費 1８万５千円

４－1－２

出産後の育児疲れや不安を抱え、保健指導等
が必要となる母子に育児サポート等の保健指導
を受けることができる宿泊型と訪問型の産後ケ
アを実施していますが、新たに、日帰りで産科
医療機関等でサポートする通所型の産後ケア事
業を実施し、産後も安心して子育てができる環
境を整備します。

健康課
（健康課）

（単位：千円）

予算科目

担当課

財源内訳

92 
93 

国庫支出金 県支出金

使用料・手数料 分担・負担金

繰入金 地方債

その他 一般財源

健やかでいつまでも安心して暮らせるまち（健康・福祉）基本目標１



９ 主要事業について

健やかでいつまでも安心して暮らせるまち（健康・福祉）

33

基本目標１

健幸づくりサポーター事業 事業費 6１万5千円

４－１－2

市民の主体的な健康づくりの活動を支援する
ため、様々な分野で健康の視点を持って活動し
ている個人、団体等と連携し、誰もが気軽に健
康づくりに取り組める環境づくりを進めるため、
これまでの保健推進員及び食の健康づくり推進
員から健幸づくりサポーターの登録制度に移行
します。健幸づくりサポーターになっていただ
くための講座を開催するほか、登録いただいた
市民、地域団体、企業等に健幸づくりサポー
ター登録証を交付し、健康づくり活動の企画、
運営、健康情報の発信にご協力いただきます。

健康課
（健康課）

（単位：千円）

予算科目

担当課

財源内訳

６1５ 

国庫支出金 県支出金

使用料・手数料 分担・負担金

繰入金 地方債

その他 一般財源



９ 主要事業について

健やかでいつまでも安心して暮らせるまち（健康・福祉）

34

基本目標１

おたふくかぜ・インフルエンザ予防接種費用助成事業 事業費 ７００万円

４－１－2

生後６か月から小学校６年生までと、中学校
３年生、高校３年生相当の子ども、妊婦を対象
にインフルエンザの予防接種費用の一部を助成
するとともに、１歳から６歳までの小学校入学
前までの子どもへのおたふくかぜの予防接種費
用の一部を助成することにより、経済的な負担
軽減や発症予防等に繋げていきます。

健康課
（健康課）

（単位：千円）

予算科目

担当課

財源内訳
3００ 

６,７００ 

国庫支出金 県支出金

使用料・手数料 分担・負担金

繰入金 地方債

その他 一般財源



９ 主要事業について

健やかでいつまでも安心して暮らせるまち（健康・福祉）

35

基本目標１

ひきこもり支援事業 事業費 ３１万２千円

３－１－１

令和４年度、５年度の２年間は、孤独・孤立
対策として、市民活動助成金を活用した一般社
団法人による、ひきこもり支援を目的としたサ
ロンの運営が行われましたが、令和６年度から
は、この事業を市の委託事業として実施し、引
き続き、見守り、交流の場、居場所や相談でき
る場所を設け、ひきこもりや不登校児の支援を
行っていきます。

福祉課
（福祉課）

（単位：千円）

予算科目

担当課

財源内訳

1５６ 1５６ 

国庫支出金 県支出金

使用料・手数料 分担・負担金

繰入金 地方債

その他 一般財源



９ 主要事業について

健やかでいつまでも安心して暮らせるまち（健康・福祉）

36

基本目標１

児童発達支援相談事業 事業費 ９６０万円

３－１－６

市内の児童発達支援センターに児童発達支援
相談業務を委託し、発達段階ごとの療育や相談
支援、保育園や小中学校への巡回支援など、障
がい児等への支援の機能強化を図り、障がい児
等への包括的な支援体制の構築を図り、障がい
児や保護者等が住みやすい地域づくりを進めま
す。

福祉課（福祉課）

（単位：千円）

予算科目

担当課

財源内訳

４,８００ 

2,４００ 

2,０００ 

４００ 

国庫支出金 県支出金

使用料・手数料 分担・負担金

繰入金 地方債

その他 一般財源



９ 主要事業について

個性が輝き心豊かな人を育むまち（子育て・教育・文化・ｽﾎﾟｰﾂ）

37

基本目標２

五条川小学校区統合保育園整備事業 事業費 2億2,４2９万円

3－2－2

北部保育園と仙奈保育園、あゆみの家を統合
した五条川小学校区統合保育園は、令和８年度
開園に向けて、事業を進めてきましたが、建設
予定地内で埋蔵文化財の試掘調査を行ったとこ
ろ、遺構がある可能性が高いことが分かりまし
た。そのため、令和６年度は、遺跡の発掘調査
を行うことにより、開園時期につきましては、
当初予定から１年延伸し、令和９年度を目指し
ます。また、令和６年度は、遺跡の発掘調査の
ほか、統合保育園の実施設計や水路の移設工事
などを行い、事業の進捗を図ります。

子育て支援課
（こども家庭課）

（単位：千円）

予算科目

担当課

財源内訳

2８,3００ 

19５,99０ 

国庫支出金 県支出金

使用料・手数料 分担・負担金

繰入金 地方債

その他 一般財源



９ 主要事業について

個性が輝き心豊かな人を育むまち（子育て・教育・文化・ｽﾎﾟｰﾂ）

38

基本目標２

保育園等主食費支援事業 事業費 １５６万５千円

3－2－２

子どもが３人以上いる世帯や所得の低い子育
て世帯の経済的な負担を軽減し、子育てしやす
い環境を整備するため、保育園や認定こども園
において副食費が免除となる園児について、新
たに主食費も免除します。幼稚園においても副
食費に加え、新たに主食費に係る補足給付を行
います。

子育て支援課
（こども家庭課）

（単位：千円）

予算科目

担当課

財源内訳

1,５６５ 

国庫支出金 県支出金

使用料・手数料 分担・負担金

繰入金 地方債

その他 一般財源



９ 主要事業について

個性が輝き心豊かな人を育むまち（子育て・教育・文化・ｽﾎﾟｰﾂ）

39

基本目標２

小中学校第３子以降学校給食費無償化事業 事業費 １，８２３万９千円

9－２－2、９－３－２

現在、第１子、第２子が義務教育期間中であ
ることを要件に、第３子以降の児童、生徒の学
校給食費を無償としていますが、令和６年度か
らは、第１子、第２子の要件を18歳に達する日
以後の最初の３月31日までに拡大します。

学校教育課
（学校教育課）

（単位：千円）

予算科目

担当課

財源内訳

9,０００ 
9,239 

国庫支出金 県支出金

使用料・手数料 分担・負担金

繰入金 地方債

その他 一般財源



９ 主要事業について

個性が輝き心豊かな人を育むまち（子育て・教育・文化・ｽﾎﾟｰﾂ）

40

基本目標２

小中学校屋内運動場等空調設備設置事業 事業費 ２，０７４万６千円

9－２－１、９－３－１

近年の猛暑を受け、安全安心な教育環境の整
備、利用者の熱中症対策及び避難生活の長期化
による避難所としての機能を向上させるため、
全小中学校の屋内運動場に都市ガスを用いた空
調設備を設置します。令和６年度は設計業務を
行い、令和７年度に設置工事ができるよう準備
を進めます。

学校教育課
（学校教育課）

（単位：千円）

予算科目

担当課

財源内訳

2０,０００ 

７４６ 

国庫支出金 県支出金

使用料・手数料 分担・負担金

繰入金 地方債

その他 一般財源



９ 主要事業について

個性が輝き心豊かな人を育むまち（子育て・教育・文化・ｽﾎﾟｰﾂ）

41

基本目標２

コミュニティ・スクール導入事業 事業費 ８５万円

9－1－2

学校運営に地域の声を積極的に生かし、地域
と一体になって特色ある学校づくりを進めてい
くため、岩倉北・岩倉南・五条川小学校・岩倉
中学校にコミュニティ・スクール(学校運営協
議会)を導入します。あわせて、岩倉東・曽野
小学校、南部中学校においてもコミュニティ・
スクール準備委員会を設置し、令和７年度の導
入に向けて取組を進めていきます。

学校教育課
（学校教育課）

（単位：千円）

予算科目

担当課

財源内訳

８５０ 

国庫支出金 県支出金

使用料・手数料 分担・負担金

繰入金 地方債

その他 一般財源



９ 主要事業について

個性が輝き心豊かな人を育むまち（子育て・教育・文化・ｽﾎﾟｰﾂ）

42

基本目標２

地域学校協働活動推進事業 事業費 ６５１万９千円

9－４－１

コミュニティ・スクールを導入する小中学校
には、学校と地域が相互にパートナーとして連
携・協働して、様々な活動を行うため、学校と
地域住民との連絡調整を行う地域連携コーディ
ネーターを配置し、地域全体で子どもたちの学
びや成長を支えるとともに、「学校を核とした
地域づくり」を進めていきます。

生涯学習課
（生涯学習課）

（単位：千円）

予算科目

担当課

財源内訳

1,9４７ 

４,５７2 

国庫支出金 県支出金

使用料・手数料 分担・負担金

繰入金 地方債

その他 一般財源



９ 主要事業について

利便性が高く魅力的で活力あふれるまち（都市基盤・産業）

43

基本目標３

名神高速道路スマートインターチェンジ設置検討事業 事業費 ９９３万３千円

７－４－1

令和４年度から一宮市と連携し、関係機関と
協議を重ね、尾張一宮パーキングエリアを優先
検討箇所として令和５年度の国による準備段階
調査の採択を目指しましたが、不採択となりま
した。令和６年度は、再度、一宮市と関係機関
との協議を行うとともに、事業の進捗を図るた
めに必要な測量設計や採択に向けての検討を
行っていきます。

都市整備課
（都市整備課）

（単位：千円）

予算科目

担当課

財源内訳

４,9６６ 
４,9６７ 

国庫支出金 県支出金

使用料・手数料 分担・負担金

繰入金 地方債

その他 一般財源



９ 主要事業について

利便性が高く魅力的で活力あふれるまち（都市基盤・産業）

44

基本目標３

自転車活用推進計画策定事業 事業費 １，８７２万２千円

７－４－1

本市は、自転車に関わる交通事故が県内でも
多い傾向にあり、人も自転車も車も安心して通
行できる生活道路の環境を整備する必要があり
ます。そのため、国及び県の自転車活用推進計
画を踏まえ、本市の実情に応じた環境整備や、
安全利用に向けた普及啓発等を推進するため、
自転車活用推進計画及び自転車ネットワーク計
画を策定します。策定後は、自転車通行空間の
効率的・効果的な整備や、鉄道駅や商業施設等
を利用する際の駐輪しやすい環境の整備を行い、
健康的で環境にやさしい自転車を、より活用で
きる環境づくりを目指していきます。

都市整備課
（都市整備課）

（単位：千円）

予算科目

担当課

財源内訳

1０,2００ ５,７８６ 

2,７3６ 

国庫支出金 県支出金

使用料・手数料 分担・負担金

繰入金 地方債

その他 一般財源



９ 主要事業について

環境にやさしい うるおいあるれる安全なまち（環境・防災防犯）

45

基本目標４

石仏公園整備事業 事業費 ５億７,０1０万８千円

７－４－４

令和６年度から２年間で整備工事を行います。
石仏公園には、ソフトボールや少年野球で使用
できる球場や、サッカーやフットサルができる
サッカーグラウンド、健康遊具を配置した芝生
広場、小さな子どもが遊べる遊戯広場などを設
け、身近なレクリエーションの場として、また、
災害時に活用できる防災ベンチなど、広域的な
避難場所となる機能を持つ公園として整備しま
す。

都市整備課
（都市整備課）

（単位：千円）

予算科目

担当課

財源内訳

2６７,13０ 

６,1６６ 

2４０,４００ 

５６,４12 

国庫支出金 県支出金

使用料・手数料 分担・負担金

繰入金 地方債

その他 一般財源



９ 主要事業について

環境にやさしい うるおいあるれる安全なまち（環境・防災防犯）

46

基本目標４

ゼロカーボンシティ推進プロジェクト事業 事業費 １１４万２千円

４－1－６

市民や事業者、他自治体とのマルチパート
ナーシップによる取組を実施します。令和６年
度は、各家庭で取り組んでいただく「ゼロカー
ボンチャレンジ事業」や、市内事業者を対象に
省エネルギー機器の導入や敷地内緑化など地球
温暖化防止につながる取組に応じた「いわくら
ゼロカーボン事業者認証制度」の創設、事業者
間の情報共有や連携、実践に向けて意見交換を
行う「ゼロカーボン推進事業者向け懇話会」の
開催、友好交流都市である福井県大野市との交
流を通じた環境学習ツアーを開催します。

環境保全課
（環境政策課）

（単位：千円）

予算科目

担当課

財源内訳

４０3 

７39 

国庫支出金 県支出金

使用料・手数料 分担・負担金

繰入金 地方債

その他 一般財源



９ 主要事業について

環境にやさしい うるおいあるれる安全なまち（環境・防災防犯）

47

基本目標４

公共施設照明設備ＬＥＤ化事業 事業費 １，１７５万３千円

２－1－７など

市役所、市内のすべての小中学校など19の公
共施設の照明設備をリース方式によりＬＥＤ照
明に更新し、温室効果ガスの排出抑制や省エネ
ルギーの推進を図ります。

環境保全課
（環境政策課）

（単位：千円）

予算科目

担当課

財源内訳

11,７５3 

国庫支出金 県支出金

使用料・手数料 分担・負担金

繰入金 地方債

その他 一般財源



９ 主要事業について

環境にやさしい うるおいあるれる安全なまち（環境・防災防犯）

48

基本目標４

レクリエーション型・多世代参加型クリーンアップ事業 事業費 1６万７千円

４－２－２

誰もが気軽に参加できるレクリエーション
型・多世代参加型クリーンアッププロジェクト
「スポＧＯＭＩ」を、五条川沿いなどを会場に
実施し、広く環境美化、ごみ減量、資源化の啓
発を図ります。

環境保全課
（環境政策課）

（単位：千円）

予算科目

担当課

財源内訳

1６７ 

国庫支出金 県支出金

使用料・手数料 分担・負担金

繰入金 地方債

その他 一般財源



９ 主要事業について

協働と自治による持続可能なまち（協働・行財政運営）

49

基本目標５

地域力活性化支援事業 事業費 １７９万１千円

2－1－1７

令和４年度、５年度の２か年にわたって開催
した全小学校区での「未来寄合」や本年１月に
開催した「未来寄合 全体フォーラム」での成
果を踏まえ、「未来寄合アフタートーク」を開
催し、今後どのように取り組んでいけばよいの
か意見交換を行うとともに、意見交換を踏まえ
てモデル地域を選定し、モデル地域においてア
ンケート調査やワークショップを実施し、地域
の皆さんとともに、地域課題の解決と行政区の
負担軽減につながる新たな地域自治の仕組みを
検討します。

協働安全課
（協働安全課）

（単位：千円）

予算科目

担当課

財源内訳

８４9 

9４2 

国庫支出金 県支出金

使用料・手数料 分担・負担金

繰入金 地方債

その他 一般財源



９ 主要事業について

協働と自治による持続可能なまち（協働・行財政運営）

50

基本目標５

メール配信事業 事業費 ２２４万４千円

2－1－５

ほっと情報メールのメール配信システムの更
新にあわせて、子育て情報の発信や、保育園、
放課後児童クラブ、小中学校への出欠席の連絡
などで活用するアプリを新たに導入します。こ
れにより、乳幼児から中学生までの子育て家庭
が同じアプリを継続して利用いただけることと
なり、利便性が向上いたします。アプリを利用
して、これまで以上に子育てに関する情報を積
極的に発信していきます。

秘書企画課
（秘書人事課）

（単位：千円）

予算科目

担当課

財源内訳

2,2４４ 

国庫支出金 県支出金

使用料・手数料 分担・負担金

繰入金 地方債

その他 一般財源



９ 主要事業について

協働と自治による持続可能なまち（協働・行財政運営）

51

基本目標５

行政区デジタル化支援事業 事業費 ７５万７千円

2－1－１７

行政区役員の負担軽減の一助となるよう、回
覧板の電子化やオンラインでの会合など行政区
のデジタル化が可能となる自治会専用アプリの
導入に向け、実証実験を行います。

協働安全課
（協働安全課）

（単位：千円）

予算科目

担当課

財源内訳

3７０ 

3８７ 

国庫支出金 県支出金

使用料・手数料 分担・負担金

繰入金 地方債

その他 一般財源



９ 主要事業について

協働と自治による持続可能なまち（協働・行財政運営）

52

基本目標５

税証明コンビニ交付サービス事業 事業費 ７７６万６千円

2－1－１４

現在、マイナンバーカードを利用して、全国
のコンビニエンスストアで、いつでもどこでも
住民票の写しと印鑑登録証明書を取得すること
できますが、令和７年１月頃から、新たに所得
証明書、課税証明書、納税証明書が取得できる
ようにし、市民の利便性の更なる向上を図りま
す。

協働安全課
（行政課）

（単位：千円）

予算科目

担当課

財源内訳

3,８５０ 
3,91６ 

国庫支出金 県支出金

使用料・手数料 分担・負担金

繰入金 地方債

その他 一般財源



９ 主要事業について

協働と自治による持続可能なまち（協働・行財政運営）

53

基本目標５

公共施設予約システム更新・電子錠導入事業 事業費 １，３０３万５千円

2－1－１４

現在、生涯学習センターやアデリア総合体育
文化センター、野寄テニスコートなどの９つの
施設で、インターネット上で施設の空き状況の
検索や予約の申し込みができる公共施設予約シ
ステムを運用していますが、令和７年４月の施
設利用予約からクレジットカード等で決済が可
能な新たなシステムに更新します。
システム更新に合わせて、地域交流センター

みどりの家や多世代交流センターさくらの家な
どを新たにシステム利用の対象施設とし、全14
施設に拡大します。
また、防災コミュニティセンターなど管理人

が常駐していない施設等に、公共施設予約シス
テムと連携してパスワード等で開錠ができる電
子錠を導入し、鍵の受け渡しなど利用者の負担
軽減を図ります。

協働安全課
（行政課）

（単位：千円）

予算科目

担当課

財源内訳

６,５1０ 
６,５2５ 

国庫支出金 県支出金

使用料・手数料 分担・負担金

繰入金 地方債

その他 一般財源



54

わかりやすい予算書

～岩倉市の令和６年度当初予算と主な事業について～

■発行年月 令和６年２月

■お問合せ先 岩倉市総務部行政課財政グループ

岩倉市栄町一丁目６６番地

電 話（０５８７）3８－５８０４（直通）

ＦＡＸ （０５８７）６６－６1００

Ｅｍａｉｌ ｇｙｏｕｓｅｉ@ｃｉｔｙ.ｉｗａｋｕrａ.ｌｇ.ｊｐ


